
柏崎信用金庫は「地域との共生」を経営理念として
お取引先の元気と地域の活力に貢献しています。
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「柏崎・社長のたまご塾」について

創業に関するご相談

　「柏崎・社長のたまご塾」は、当金庫が平成27年度より、柏
崎市内での創業者の増加を意図して開催している創業塾です。
　柏崎市・柏崎商工会議所と連携した中、第１回～第10回
までの入塾者は129名（うち卒塾者109名）となっており、
これまで創業者を35名輩出しています。（令和元年10月末
現在）

　地域の中小企業が抱える経営課題（新商品開発、販路拡大、
生産フロー改善、人材・労務管理）の解決にあたり、主に首
都圏在住の高度な知識・ノウハウ・人脈を持つ大手企業OBで
あるシニア人材を引き合わせる人材マッチングです。
　昨年に引き続き関東経済産業局と連携して開催しました。

柏崎信用金庫とは

新現役交流会

柏崎信用金庫の営業地区は、柏崎市、刈羽村、
三島郡など、一部の地域に限定されており、地
域金融機関として独自性や特性を活かしなが
ら、お客様や地域の成長・発展等に資する取組
を推進し、地域社会において必要とされる金融
機関であり続けることを目指します。

企業支援活動

▼

県内信用金庫理事長、
行政等を交えた意見交
換会

日時
令和元年９月20日（金）
13:00 ～ 17:25

場所
アオーレ長岡　アリーナ

参加者・面談数
・企業数　35社
　　柏崎信金５社、長岡信金16社、
　　三条信金11社、協栄信組３社
・新現役者数（シニア人材）
　44名
・総面談数
　126件

　経営理念

「地域との共生」

　基本方針

「お取引先の元気に貢献する」
「地域の活力に貢献する」

　経営方針

「お客さま本位の課題解決型営業を
追及する」

「お客さま本位の業務展開から適正
利益の計上に努める」

「効率性と生産性を高め少数精鋭主
義に努める」

「柔軟な発想を持ち環境変化に的確
に対応できる人材育成に努める」

「ガバナンスの強化と魅力ある職場
づくりに努める」
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地域ブランドづくり支援事業

　当金庫が、柏崎市・新潟三越伊勢丹・新潟博報堂と連携し
て取り組んでいる「地域ブランドづくり支援事業」の成果に
ついて、櫻井柏崎市長同席のもと報告会を行いました。
　2018年度の採択事業は、㈱綾子舞本舗タカハシ様（新商品・
新パッケージによるリブランディング：７月31日（水）報告）、
ユニコ・ユニット様（地域の海産物を使用した「かさしま海
藻御前」の開発：8月22日（木）報告）の2事業です。
　また、2019年度「地域ブランドづくり支援事業」の採択事
業である高級バナナの定植式が、８月30日（金）に「シモダ・
ファーム」で行われました。
　同ファームは、シモダ産業㈱様の焼却施設の排熱を再利用
することで、環境にやさしい栽培施設を実現しています。

城南信金  2019＂よい仕事おこし＂フェアに出展

　令和元年10月７日（月）・８日（火）に東京国際フォーラムで
開催された「2019＂よい仕事おこし＂フェア」に出展しました。
本イベントは、信用金庫取引先の広域でのビジネスマッチン
グ・販路拡大、地方創生・地域経済活性化を目的に城南信用
金庫が開催しており、２日間で４万7,000人もの来場者があり
ました。
　当金庫はブースを設置して柏崎の地場産品の販売を行っ
たほか、柏崎市の観光PRとしてステージイベントに参加し、
ウォーターポロクラブ柏崎、米山プリンセスや花火など、柏
崎の観光資源の紹介や魅力の発信を行いました。

第７回しののめ信金フードビジネス個別商談会に参加

　令和元年10月３日（木）にエテルナ高崎にて「第７回しのの
め信用金庫フードビジネス個別商談会」が開催されました。
　当日は参加企業数86社（当金庫からは２社が参加）、招聘バ
イヤー 49社が一堂に会し、活発な商談会となりました。
　当金庫ではお取引先の皆様にとって、今後のビジネスを展
開される上で有益なネットワークが構築できるよう可能な限
りお手伝いをさせて頂きます。

ステージイベントで柏崎をPR

第７回しののめ信金フードビジネス個別商談会に参加

ユニコ・ユニット様

㈱綾子舞本舗タカハシ様

シモダ・ファーム様
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柏崎信用金庫は「金融オンリー」ではなく「金融機能を持っ
た地域貢献企業」として、令和元年度から毎年約200万円の
予算を約450万円に引き上げ、地域の活力向上や社会貢献の
取組みを充実させていきます。

第17回柏崎マラソン企業ボランティアに参加

　令和元年10月26日（土）に
「第17回柏崎マラソン」の企
業ボランティアに64名で参
加し、市外からのランナー等
を歓迎するため、柏崎駅から
会場に続く道路に「のぼり旗
の設置」を行い、併せて周辺
道路の清掃を行いました。

　信用金庫業界では、「信用金庫
法」が昭和26年６月15日に公
布・施行されたことにちなみ、
６月15日を「信用金庫の日」と
定め、全国各地で地域貢献活動
を展開。当金庫は、令和元年６
月７日（金）に、一般のお客さま
と役職員を合わせた37名が「献
血」を行いました。

献血を実施

第21回親子アニメ映画鑑賞会を開催

　令和元年８月９日（金）に柏崎
市文化会館「アルフォーレ」に
て、第21回親子アニメ映画鑑賞
会を開催しました。
　今年は、「ボス・ベイビー」を
上映し、第１部（昼の部）514名・
第２部（夜の部）627名の合計
1,141名の皆様からご来場頂き
ました。会場には、今年も「え
ちゴン」が駆けつけ大盛り上が
りの１日でした。 

社会貢献活動
ウォーターポロクラブ柏崎へ支援金の贈呈

第18回柏崎しんきんカップ学童野球大会を開催

　令和元年９月８日（日）・
14日（土）・15日（日）に「第
18回柏崎しんきんカップ
学童野球大会」を開催し、
参 加14チ ー ム、 合 計240
名の選手達から参加を頂き
ました。結果は、打撃戦を
制した「日吉Ｔドリームス」
が、しんきんカップでは初
の決勝進出、念願の初優勝
を果たしました。 

　令和元年９月20日（金）に、東本町１丁目・２丁目のバス停
３か所に「ベンチ」を設置いたしました。
　今後も、地域の皆様や地域企業の発展のために役職員一丸
となって継続した地域貢献活動を行ってまいります。

バス停用「ベンチ」を寄贈

　当金庫では、柏崎市が推進している「水球のまち」に賛同し、
水球の普及発展・PRを支援することを目的に「ウォーターポ
ロクラブ柏崎応援定期預金」を販売しています。
　令和元年度上期は７月１日から８月30日まで募集を行い、
令和元年９月26日（木）に開催された日本選手権の壮行会にお
いて、預入総額の0.01%相当額にあたる14万円を支援金として

「一般社団法人ウォーターポロクラブ柏崎」に贈呈いたしました。

※次回の取扱開始は、令和元年11月18日（月）～ 12月30日（月）です。

店周地区清掃を実施

　令和元年５月23日（木）に
「店周清掃」を実施いたしまし
た。日頃の感謝の意味を込め
て、早朝に役職員94名で活動
を行い、澄んだ空気の中で、
近隣町内の美化に貢献するこ
とができました。
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小学生お仕事体験塾に参加

　令和元年８月18日（日）に、第６回「小学生お仕事体験塾」
が柏崎市文化会館「アルフォーレ」で開催され、当金庫も

「アルフォーレ支店」として参加しました。
　当日は52名の小学生から体験学習に参加頂き、金融機
関の仕事やお金（紙幣）の豆知識等について学びました。

郷土史の講演を実施

　令和元年10月７日（月）・
８日（火）に、当金庫職員が
大洲小学校の６年生14名を
対象として、幕末の柏崎を
救った郷土の偉人「星野藤
兵衛」について授業を行い
ました。
　「鯨波戦争などの郷土の
歴史」、「星野藤兵衛の活躍
と心意気」を学んだ他、実
際に現地を訪れフィールド
ワークを行いました。先人
達の苦労があってこそ、現
在、私達がこの柏崎で生き
ていることを伝えると共に、
柏崎の未来についても考え
てもらいました。 

　当金庫は、お客さまの大
切な財産を守ることも社会
的な使命と考え、全店で特
殊詐欺に対する注意喚起の
ポスターを掲示すると共に、
窓口での声掛けなどの親身
な対応を継続しています。

特殊詐欺被害防止の呼びかけ
　平成10年より開催を始めた「一日本支店長」第18回目
を令和元年８月６日（火）・８日（木）に行いました。柏崎市
内９小学校、計24名の小学生から参加頂き、「しんきんの
仕事」を体験して頂きました。

１日本支店長を開催

　平成26年より受け入れを始めた「中学生職場体験」を、
今年度も随時実施しています。令和元年10月末時点では、
瑞穂中学校・東中学校・第一中学校・第三中学校・鏡が沖
中学校の生徒を受け入れ、「柏崎信用金庫とは」から勉強
を始め、「窓口応対」や「渉外活動」を実際に体験して頂
きました。

中学生職場体験や職場訪問を実施

「柏崎今昔物語・星野藤兵衛
とその生き方」
　幕末期の戊辰戦争におい
て、柏崎で繰り広げられた

「鯨波戦争」の実態と地元商
人「星野藤兵衛」の活躍を当
時の資料をもとに編集しま
した。郷土の名士の足跡は、

「柏崎信用金庫」にも繋がり、
地域共生の理念として確実
に受け継がれています。



9 10

令和元年度
仮決算状況

主要計数の推移

❶自己資本額と自己資本比率（国内基準）

平成30年９月 平成31年３月 令和元年９月
4,291 4,504 4,539

（単位:百万円）［自己資本額］

平成30年９月 平成31年３月 令和元年９月
12.22 12.47 11.90 

（単位:％）［自己資本比率］

❷預金積金・貸出金残高推移（末残）

平成30年９月 平成31年３月 令和元年９月
911 911 940

（単位:億円）［預金積金残高］

平成30年９月 平成31年３月 令和元年９月
442 448 460

（単位:億円）［貸出金残高］

❸業務純益・経常利益・当期純利益の推移

平成30年９月 平成31年３月 令和元年９月
業 務 純 益 44 180 80
経 常 利 益 81 119 74
当 期 純 利 益 89 95 40

（単位:百万円）

金融再生法開示債権額の推移

平成30年９月 平成31年３月 令和元年９月
債 権 合 計 額 44,812 45,158 46,421
不 良 債 権 比 率 3.59 3.57 3.49 

（単位:百万円）

平成30年９月 平成31年３月 令和元年９月 保全率
破 産 更 生 債 権 及 び
これらに準ずる債権 437 463 422 100.00

危 険 債 権 1,171 1,151 1,197 94.67
要 管 理 債 権 1 1 1 100.00

合　計 1,610 1,616 1,620 96.06

（単位:百万円、％）

有価証券の時価情報

［満期保有目的の債券］

種類
平成31年３月 令和元年９月

貸借対照表
計上額 時価 差額 貸借対照表

計上額 時価 差額
時価が

貸借対照表
計上額を

超えるもの

国　債 796 814 17 797 811 14
社　債 300 301 1 245 245 0
その他 646 663 17 646 666 20
小　計 1,743 1,780 36 1,689 1,723 34

時価が
貸借対照表

計上額を
超えないもの

国　債 － － － － － －
社　債 200 195 △ 4 200 197 △ 2
その他 500 496 △ 3 200 198 △ 1
小　計 700 692 △ 7 400 395 △ 4

合　計 2,443 2,472 29 2,089 2,119 30

（単位:百万円）

［その他有価証券］

種類
平成31年３月 令和元年９月

貸借対照表
計上額

取得
原価 差額 貸借対照表

計上額
取得
原価 差額

貸借対照表
計上額が

取得原価を
超えるもの

株　式 34 33 1 84 79 4
債　券 15,791 15,207 584 17,125 16,493 632
国　債 2,031 1,937 93 1,854 1,745 108
地方債 5,121 4,850 270 5,098 4,823 274
社　債 8,638 8,418 219 10,173 9,924 248

その他 3,048 2,987 60 4,804 4,636 167
小　計 18,874 18,227 646 22,014 21,209 804

貸借対照表
計上額が

取得原価を
超えないもの

株　式 133 149 △ 15 121 151 △ 30
債　券 878 883 △ 4 607 620 △ 12
国　債 － － － 509 520 △ 10
地方債 173 174 △ 0 － － －
社　債 704 708 △ 3 97 100 △ 2

その他 4,171 4,288 △ 116 3,262 3,342 △ 80
小　計 5,184 5,322 △ 137 3,991 4,114 △ 123

合　計 24,058 23,550 508 26,005 25,323 681

（単位:百万円）

貸出金の業種別内訳

区　　分 構成比
製造業 10.09 
農業、林業 0.36 
建設業 6.53 
電気・ガス・熱供給・水道業 0.04 
運輸業、郵便業 0.43 
卸売業、小売業 4.07 
金融業、保険業 10.90 
不動産業 10.41 
学術研究、専門・技術サービス業 0.03 

（単位:％）
区　　分 構成比

宿泊業 1.42 
飲食業 1.72 
生活関連サービス業、娯楽業 1.14 
医療、福祉 1.98 
その他サービス業 3.34 
地方公共団体 15.83 
個人（住宅・消費・納税資金等） 31.62 

　合　計 100.00 
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平成31年３月28日（木）に「柏崎・社長のたまご塾」事業
が「地方創生に資する金融機関の特徴的な取組事例」と
して、片山さつき内閣府特命担当大臣より表彰されました。

「柏崎・社長のたまご塾」は 「あなたの夢の実現
に寄り添います」を事業コンセプトとして創業者
の支援を行っています。

平成28年に、当金庫の『人と人をつないだ「産・
学・官・金」連携』の取組みが認められ、全国
信用金庫協会主催「第19回信用金庫社会貢献賞」
の会長賞を受賞。地域活性化の取組みにおいて
全国ナンバーワンの金庫になりました。

平成28年  第19回信用金庫社会貢献会長賞を受章

柏崎信用金庫の経営理念は「地域との共生」です。私達がこの
地域に存在している意義は、「お取引先の元気に貢献する」、「地
域の活力に貢献する」ことです。これは、どんな環境になって
も「ブレ」てはならないことです。そして……私達の利益は、
この地域にしか還元することができない金融機関であること
を１人でも多くの方にご理解頂ければ幸いです。

⃝

⃝
⃝


